
A問題

問 1 (1) リ (2) ヲ (3) ワ (4) ヨ (5) ヘ
ガウスの法則から、真空中にある半径 r0 の球殻とその内部にトータル Q の電荷を与えた場合の
中心から r (r ≥ r0) の点での外向きの電場の大きさは、

E(r) = Q

4πϵ0r2 (1)

であるから、その球殻の電位は、中心から r1 の点を基準とすると、

V =
∫ r0

r1

E(r)dr =
[

Q

4πϵ0r

]r0

r1

(2)

となる。ここで、外向きの電場を正としているため、電圧の式に負号は入らない。

(1)

球殻 B に電荷 Q を与える場合、無限遠を接地電位（零）としたときの球殻 B の電位は式 (2)
より、

VB =
[

Q

4πϵ0r

]b

∞
= Q

4πϵ0b
. (3)

また、球殻 Aの電荷は 0であるので、球殻 Bを基準としたときの球殻 Aの電位は、

VAB =
[

0
4πϵ0r

]a

b

= 0. (4)

よって、無限遠を接地電位（零）としたときの球殻 Aの電位は

VA = VB + VAB = Q

4πϵ0b
. · · ·（リ） (5)

(2)

球殻 Aに生じる電荷を Q1 とすると、球殻 Bの内側の電荷は −Q1、外側の電荷は Q + Q1 とな
る。球殻 Bと内部のトータルの電荷は Q + Q1 であるから、先ほどと同様に、無限遠を接地電位
（零）としたときの球殻 Aの電位は、

VA = Q + Q1

4πϵ0b
+ Q1

4πϵ0

(
1
a

− 1
b

)
. (6)

球殻 Aが接地されているということは、この電位が零でないとおかしいので、球殻 Aに生じる電
荷は

Q1 = −a

b
Q. · · ·（ヲ） (7)

1



(3)

VB = Q + Q1

4πϵ0b
= (b − a)Q

4πϵ0b2 . · · ·（ワ） (8)

(4)

C = Q

VB
= 4πϵ0b2

b − a
. · · ·（ヨ） (9)

(5)

球殻 Cの内側に生じる電荷を Q2 とすると、球殻 Bの外側の電荷は −Q2、内側の電荷は Q + Q2

となり、球殻 Aの電荷に生じる電荷は −Q − Q2 となる。球殻 Bと内部のトータルの電荷は −Q2

であるから、球殻 Cを接地電位（零）としたときの球殻 Aの電位は、

VAC = VBC + VAB = −Q2

4πϵ0

(
1
b

− 1
c

)
+ −Q − Q2

4πϵ0

(
1
a

− 1
b

)
. (10)

この電位が零でないとおかしいので、

Q2 = − (b − a)c
(c − a)b

Q · · ·（ヘ） (11)
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